
 

 

 

昨日９日、気象庁は東海・近畿・中国地方が「梅雨入りしたとみられ

る」と発表しました。大雨に対する備えをしっかりしておくことは大切で

すから、大雨の時の対応を御家族で話し合っていただきたいと思います。 

さて、年度当初に「警報発令」時の対応についてのプリントを配付してい

ますが、再度、次のことについてご確認ください。 

 

午前６時３０分の時点でＮＨＫテレビ・ラジオ放送の気象情報において、呉市に「暴風・波

浪・大雨・洪水・高潮等」の警報が１つでも発表されている場合、次のように段階を追って対応

しております。 

（１）午前６時３０分の時点で警報が出ている場合は、自宅で待機させてください。 

 

（２）その後、警報が解除になった場合の対応については、11時30分時点の警報の状況を確認し

て判断してください。 

 

（３）11時30分の時点で警報が解除されなかった場合は、「臨時休業」とします。 

 

 

 

 

これらが基本的な対応となりますが、学校から保護者等へ連絡させていただ

く場合があると思いますので、「緊急時の生徒引き渡しカード」に記載してい

る連絡先に連絡がつくようにしておいてください。生徒の安全を第一に考え、

対応して参りますので、御理解・御協力のほどよろしくお願いいたします。 
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令和７年６月 10 日（火）第８号 

梅雨入りしたとみられます 
～「警報発令」時の対応について～ 

※午前６時３０分以降も家を出るまでに警報が発表された場合は自宅待機です。警報

が発表されていなくても天候が心配な場合は無理をさせないでください。 

※警報発表中は学校から各家庭への個別連絡はしません。 

※登校中・登校後に警報が発表された場合は学校で待機させます。 

※11時30分までに警報が解除された場合は、13時00分までに登校してください。午後

から授業を開始します。その場合は、昼食を家で食べて登校してください。 

※学校から各家庭に「tetoru」を使って連絡します。 

※各家庭で学習してください。 

※学校に待機させている生徒は、保護者に連絡を取ります。 



 

 

 

５月 28 日（水）、洪水被害を想定した避難訓練を行いました。 

本校の正門には、右の２つの表示があります。１つは、仁方中学校の海抜は

２.１ｍであることを示しています。かなり低いですから、高潮にも気を付け

なければなりません。２つ目は、どのような災害の時に指定避難所になるかを

示しています。「地震」「土砂」「津波」「高潮」「洪水」のいずれの場合も、本

校は指定避難所になります。ただし、津波の場合は３階以上、高潮の場合は２

階以上に避難するように指示されています。 

今回の避難訓練は洪水を想定しましたから、校舎の３・４階への垂直避難を

しました。登校中であれば校舎内で避難できますが、自宅に居たり、外出して

いたりしたときに災害に発生したときの避難はどうしますか？ 

そこで、大切なことは事前に家族で話し合い、確認しておくことです。毎

年、「土砂災害対応携帯マニュアル」を全員に配付・説明しています。 

このマニュアルには「マイ・タイムライン」という記載があります。 

「マイ・タイムライン」は、一人一人の防災行動計画のことです。 

災害の時に自分がとる防災行動を時系列に整理して、自ら考えた避難

行動のことです。自分が住んでいる地域で起きやすい災害を確認し、ど

のような避難行動が必要なのか、そして、どのタイミングで避難するこ

とが良いのかを考えてください。そして、家族で確認し「土砂災害対応

マニュアル」に記入してほしいと思います。 

 

マイ・タイムラインとは 
～土砂災害対応携帯マニュアルの活用～ 
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仁方駅改札口には
こんな掲示物も！ 


